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平平泉泉っってていいいいなな
シリシリーーズズ

平泉っってていいいいなな
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大好きなふるさと大好きなふるさとにに
貢献したい貢献したい

　今年、ふるさと平泉に家族５人でＵターンした　今年、ふるさと平泉に家族５人でＵターンした
鈴木正志さん。鈴木正志さん。
　仙台で仕事の傍ら、アマチュア野球公認審判員　仙台で仕事の傍ら、アマチュア野球公認審判員
１級の資格で活躍していました。平泉野球界への１級の資格で活躍していました。平泉野球界への
貢献が期待されます。(関連記事P16)貢献が期待されます。(関連記事P16)
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平泉を元気にしたい
佐々木久

く
美
み
さん、栄

え
千
ち
郎
ろう
さんご一家

（平泉字花立　13区）
　2010年にバスを譲り受けたことをきっかけに、
駅前でレンタル業を始めた久美さん、栄千郎
さん。2019年３月から花立に住まいし、様々
な事業を展開しています。
　今年の６月にはオリンピック聖火ランナーを
務めた久美さんは、「皆さんから頂いた元気と
勇気に、少しでも恩返しできれば」という思い
で聖火を繋ぎました。
　東日本大震災の廃材から作られ、頂いたトーチ
は一生の思い出、宝物です。今も小中学校や
老人ホームに訪問、展示しながら、「いろいろな
ことを精一杯頑張っていれば、いいことがある」
と伝えています。
　７年前の、町を元気にし隊〝♪恋するフォー
チュンクッキー〞のビデオ製作から、いろいろな
ことに挑戦できるようになったと語る久美さん。
「黙々と全力でサポートをするだけです」と語る
栄千郎さん。受験生がいるので人一倍、新型コ
ロナウイルス感染に注意しているとのことです。
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シリーズ

町民の皆様のご意見・ご要望をお待ちしています。
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自主財源
12億4630万円
20.7％

依存財源
47億8729万円
79.3%

町税
7億9865万円
13.2%

繰入金
1億2717万円
2.1%

その他
3億2049万円
5.4%

地方交付税
21億693万円
34.9%

国庫支出金
16億4974万円
27.4%

県支出金
3億2026万円
5.3%

町債
3億7363万円　6.2%

町民税、固定資産税、
軽自動車税など皆さ
んが町に納めている
税金です。

自治体の規模や人口に応じて
国から交付されるお金です。

保育や医療など
使い道の決まった
補助金です。

町の借り入れ金です。

収入
60億

3359万円

基金（貯金）
などの取り
崩しです。

繰越金、財産
売り払い代金
などです。

その他
3億3672万円
5.6%

支出
58億

3292万円

議会費
7963万円
1.4%

総務費
15億3004万円
26.3%

民生費
10億7609万円
18.5%

衛生費 3億749万円　5.3%労働費 775万円　0.1%
農林水産業費 3億3917万円　5.8%
商工費 2億2264万円　3.8%

土木費
7億8250万円
13.4%

消防費
2億923万円
3.6%

教育費
7億8096万円
13.4%

災害復旧費 4102万円　0.7%

公債費 4億5639万円　7.8%

医療や介護、子育て
など福祉に使うお金
です。

ごみ・し尿の処
理や予防接種な
どの費用です。

借り入れ金の
返済金です。

道路や橋梁、町営
住宅などの整備に
使うお金です。

小中学校、社会
教育施設の維持
管理、整備など
に使うお金です。

※単位未満を四捨五入して表示していることから、合計が一致しないことがあります。

新型コロナウイルス感染症対策事業に10億円を支出
・緊急経済対策事業 （101事業）2億5875万円
・特別定額給付金支給事業 7億4110万円
・臨時特別出産給付金 240万円
・新型コロナウイルス感染症対策医療提供体制確保 20万円
・ワクチン接種体制確保 197万円

決算審査意見（要約）
令和２年度の決算認定にあたり、監査委員から決算審査意見の報告がありました。

１　収入未済額及び不納欠損額の圧縮
　 　税負担の公平性の観点から、引き続き徴収体制の強
化に取り組まれたい。
　 　また、滞納者の支払能力等個別事由を調査・判断の
うえ厳正に処理されるよう努められたい。

２　時間外勤務
　 　業務分担の平準化を図り、特にも職員の健康管理に
は十分留意しながら、情報の共有化を図り、適切な業
務管理が図られるよう努められたい。

３　持続可能な財政運営
　 　新型コロナウイルス感染症の影響で、町税等の減少
がみられ、今後も厳しい財政事情が予想される。
　 　事業、施策の展開に当たっては、投資効果を十分に
見極めつつ、健全な財政運営の維持に努められたい。

４　内部統制システムの構築
　 　業務内容やそのプロセスを“見える化”することによ
り、不合理なルールや無駄を排除でき、地方自治運営
の基本原則「最小の経費で最大の効果」に資するもの
である。システムを構築すべく努められたい。

財政を見るポイント
1　財政力指数 0.32
　　前年度から0.01ポイント悪化
予算のうちどれくらい自前の財源で賄えてい
るかを表します。
高いほど財政力が強いことを表します。

2　経常収支比率 87.0％
　　前年度から3.3 ポイント向上
人件費など毎年度かかる固定費の割合。数値
が高いほど経常的に使うお金が多いことにな
ります。

3　実質公債費比率 8.8％
　　前年度から0.2 ポイント悪化
一般会計が負担する借金返済額の割合。数値
が高いほどほかの財源に充てるお金が必要に
なります。

4　将来負担比率 63.9％
　　前年度から0.6 ポイント悪化
将来一般会計が負担する借金返済額の割合。
数値が高いほど他の財源に充てるお金が必要
になります。

　実質公債費比率及び将来負担比率が増加して
いることから、借金返済への割合が高くなって
いることがわかります。
　令和２年度予定していた事業が翌年度に繰り
越され、大型事業による令和３年度の借入額が
増額になる見通しから、今後更に実質公債費比
率、将来負担比率の悪化が見込まれます。

一般会計

青木町長に審査意見書を提出する
鈴木清三 代表監査委員、真篭光幸 議選監査委員

令和令和２２年度決算年度決算どう活かしたどう活かした  5858億円億円
新型コロナウイルス感染症対策事業　に新型コロナウイルス感染症対策事業　に1010億円億円

※将来負担比率は、修正後の数値で表示しています。
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教育環境の充実に 2億1336万円
・町内小中学校タブレット端末購入に 7975万円
・学校感染症対策に伴う自動水栓化に  554万円
・新社会教育施設整備に 1億2358万円
　（建物補償等費 4040万円　
工事費 5213万円　
委託料等 3105万円）
 ※ 令和元年度から３年度　
までの継続事業です。

令和２年度各会計決算
会計区分 収入済額 支出済額 差引額

一　　般　　会　　計 60億3359万円 58億3292万円 2億67万円

特別会計

国民健康保険会計 8億5688万円 7億8311万円 7378万円
後期高齢者医療会計 9032万円 8960万円 72万円
健康福祉交流館会計 6423万円 6112万円 312万円
町 営 駐 車 場 会 計 4192万円 3627万円 565万円

合　　　　　　　　計 70億8695万円 68億302万円 2億8393万円

平泉スマートインターチェンジ（SIC）
関連費用に 3億7894万円
　令和３年開通予定のスマートインターチェンジ
関連費用として、小金沢橋架替工事に１億
458万円、接続道路の工事に1億4977万円、
駐車場整備に１億2459万円などを支出しま
した。
　なお、２年度に事業が終わらなかった２億
9303万円は、3年度に繰り越されました。

会計区分 収入済額 支出済額 差引額
下 水 道
事業会計

収益的収入・支出 3億393万円 2億9401万円 991万円
資本的収入・支出 1億6695万円 2億5648万円 △8953万円

水 道
事業会計

収益的収入・支出 2億9036万円 2億5485万円 3551万円
資本的収入・支出 2億4101万円 3億5513万円 △1億1413万円

※資本的収入の不足額は積立金、過年度分の留保資金等で補てんしました。

地域経済牽引事業に 1億3500万円
　高技術力強化や生産性向上に資する設備、人材育成拠点
となる施設整備のための投資に対して支援を行いました。

工業団地への道路
整備に
 3143万円
　高田前工業団地への接続
道路として、町道宿１号
線の整備を行いました。

0
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一人当たり町債残高
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112 113 113 117 118

25 27 26 25 26

完成間近のSIC

タブレットを使った授業風景町道宿1号線

　議会定例会９月会議は、７日から16日まで
の10日間の会期で開催し、令和２年度の決算
審査では、特別会計等を含む７会計の決算を
認定しました。
　一般会計の支出は、新型コロナウイルス
感染症関連費用などにより前年度比14.7%
増となりました。また、収入では、国庫支出金
や交付税の増額により、依存財源が29.0%
上昇し、79.3%となりました。

令和令和２２年度決算年度決算どう活かしたどう活かした  5858億円億円
新型コロナウイルス感染症対策事業　に新型コロナウイルス感染症対策事業　に1010億円億円

定
例
会
９
月
会
議
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審査意見
１ 　審査の過程において指摘のあった事項及び
意見を真摯に受け止め、次年度の予算編成
及びその執行に反映されたい。
２ 　事業完了後に不用額が生じた場合は、
速やかに減額補正を行うとともに、必要に
応じて、更なる町民サービスの向上のため
の予算措置を講じられたい。

３ 　町税における不納欠損額及び収入未済額は
財政運営上極めて大きな問題であり、より
一層の収納率の向上に努められたい。
４ 　基幹産業である農業に対し、農業従事者
の意向を反映した投資効果のある政策を実施
されたい。
５ 　学校教育のICT化が進む中で、地域にお
ける子育て環境、心の教育にも十分に配慮
されたい。

　町民の利用が現在と変わらず利用できる
のであれば、健康福祉交流館の
運営委託や譲渡を外部に公募し
てはどうか。
  　現時点では、福祉という
観点から健康福祉交流館の
活用を協議検討中である。

問

答

健康福祉交流館直営の見直しを

　高齢者及び、障害者にやさしい住まいづ
くり推進事業補助金とは。
  　介護保険の要介護認定を受け
た方や身体障害者手帳を持って
いる方の在宅の利便性や生
活しやすくするための住宅
改修補助金です。

問

答

やさしい住まいづくりを
　S I C駐車場のトイレ設置の想定はどのよ
うなものを考えているのか。
  　駐車場の舗装を行っていない
部分（祇園線沿い）に毛越寺駐
車場のトイレと同程度のもの
を想定している。設置時期
については今後検討して
いく。

問

答

Ｓ
スマートインターチェンジ

Ｉ Ｃ 周辺整備は

　24団体に今まで3900万円ほど出資、出
えん（寄付）しているが、管理状
況を伺う。
  　各団体の出資、出えん目的や
管理状況の記録を保管し、毎
年度の総会資料等により財
産状況を監査している。

問

答

「出資による権利」の管理状況は
　生活困窮者就労準備支援事業補助金300
万円はどのように活用されてい
るか。
  　社会福祉協議会の相談員への
人件費で、悩み事相談や生活
に困っている方が就労できる
ように支援する事業である。

問

答

生活困窮者への支援は

※決算審査特別委員会は、髙橋拓生議長、真篭光幸議選監査委員を除いた全議員で構成しています。

猪岡 須夫猪岡 須夫 委員 委員

阿部 圭二阿部 圭二 委員 委員氷室 裕史氷室 裕史 委員 委員

稻葉 　正稻葉 　正 委員 委員 大友 仁子大友 仁子 委員 委員

大
おお
﨑
さき
浩
こう
一
いち
さん

（平泉字倉町）

町町のの声声 　SICができること
により、さらに観光
客が増え、町の活性
化に繋がることを望
みます。周辺に商業
施設ができて雇用が
増えることも期待し
ています。
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決算審査特別委員会　Report　　私はここに注目

　９月13日、14日に決算審査特別委員会を開催し、令和
２年度の決算を集中審議しました。
　すべての会計決算について、審査意見を付して、可決す
べきものと決定しました。

　健康福祉交流館の構造的な課題解決には、
外部コンサルタント等の分析が必
要だ。
  　協議しているが提案に至って
いない。他会計からの繰入れ
を縮小しても、健康福祉交
流館の持つべき機能を失
わないよう検討し、運営
には細心の注意を払う。

問

答

健康福祉交流館の体制立て直しを

　教育環境のデジタル化と心を育てる教育
の両立をどう図るか。
  　タブレットはひとつのツール
として使用していく。教育振興
運動や平泉型のコミュニティ
スクールの導入で、地域ぐ
るみで人材育成に取り組む。

問

答

タブレット導入の効果は

　令和３年度の課税額の増は、コロナ関連
の支援策によるものか。今後の
支援策の考えはあるか。
  　事業所得は減少しているが、
営業所得、農業所得による課税
額は増えている。コロナ
関係の給付金の影響と思
われる。今後も支援策を
進める。

問

答

営業、農業の所得増政策は正しかったか

　収入未済額と不納欠損額は決して少なく
ない。今後どのように対応して
いくか。
  　電話での直接対応や個人宅
への訪問が重要な対応と考えて
いる。また、早期の収納
確保の観点からコンビニ
収納や電子機器による
収納にも対応している。

問

答

収納確保への対応を

未来へ投資の未来へ投資の
成果を検証成果を検証

副委員長
氷室　裕史

決算審査特別委員長
佐藤　孝悟

0

20

40

60

80
（億円）

0

2,000

4,000

6,000

8,000
（人）

51.0

過去５年間の一般会計
収入・支出決算と人口の推移 人口

支出
収入

H28 H29 H30 Ｒ1 Ｒ2

49.7
48.1

46.8
49.0

47.1
52.7

50.9

60.3
58.3

7,851 7,693 7,584 7,413 7,291

髙橋 伸二髙橋 伸二 委員 委員

升沢 博子升沢 博子 委員 委員

三枚山光裕三枚山光裕 委員 委員

千葉 勝男千葉 勝男 委員 委員

栗
くりゅうざわ
生澤奈

な
生
お
子
こ
さん

（平泉字倉町）

町町のの声声 小学生、中学生の授業に
タブレット導入

・ タブレットの導入は保護者
との情報共有を！
・ 進むデジタル化、でも子ども
の心の育ちはアナログも残
して！
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議案内容と審議結果　賛否のあった議案以外は全員賛成で可決しています。

　 　 　 　 　 賛 否 の あ っ た 議 題 （賛成：〇、反対：×）

議員名

議　案

大
友　

仁
子

稻
葉　
　

正

猪
岡　

須
夫

氷
室　

裕
史

阿
部　

圭
二

三
枚
山
光
裕

真
篭　

光
幸

髙
橋　

伸
二

佐
藤　

孝
悟

千
葉　

勝
男

升
沢　

博
子

髙
橋　

拓
生

賛

成

反

対

採
決
結
果

請願第　3号　 さらなる少人数学級の実現に伴う教職員定数の改善
と義務教育費国庫負担割合２分の１復元をはかるため
2022年度政府予算に係る意見書提出を求める請願

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － 9 2 採択

認定第　1号　一般会計決算の認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 認定
認定第　4号　健康福祉交流館特別会計決算の認定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 認定
議案第32号　 個人番号の利用等に関する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決
議案第35号　一般会計補正予算（第4号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決
議案第38号　健康福祉交流館特別会計補正予算（第１号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決
議案第40号　一般会計補正予算（第5号） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 10 1 可決
発議第　6号　 さらなる少人数学級の実現に伴う教職員定数の

改善と義務教育費国庫負担割合２分の１復元を
はかるため2022年度政府予算に係る意見書

× ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － 9 2 可決

※採決に議長は参加していません。

議会定例会12月会議のお知らせ
12月８日（水）～15日（水）開催予定

※本会議はインターネットで生中継しています。

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　報　告
第8号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 3
　条例の一部改正、廃止

第32号 個人番号の利用等に関する条例
（国の法律の改正に伴う一部改正）

第33号
復興産業集積区域における固定資産税の課税
免除に関する条例の廃止
（平泉町が復興特別区域外となったことに伴う
条例廃止）

　その他

第34号
水道事業会計未処分利益剰余金の処分
（令和2年度の未処分利益剰余金3513万
2103円の処分）

　議員提案（意見書提出）
発議
第3号

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方
税財源の充実を求める意見書

発議
第4号

安全・安心の医療・介護・福祉を実現し国民
の健康といのちを守るための意見書

発議
第5号

東京電力福島第一原子力発電所における
ALPS処理水の海洋放出決定を撤回し、安全
な処理・保管方法の確立を求める意見書

発議
第6号

さらなる少人数学級の実現に伴う教職員定数の
改善と義務教育費国庫負担割合2分の1復元
をはかるため2022年度政府予算に係る意見書

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　人事案件

同意
第4号

教育長の任命同意
𠮷野　新平氏（新任）
任期：令和3年10月1日～令和3年12月31日

8

同意
第5号

教育委員の任命同意
三浦　英子氏（再任）
任期：令和3年10月1日～令和7年9月30日

諮問
第3号

人権擁護委員の諮問
瀧澤エイ子氏　適任（再任）

　令和３年度補正予算

第35号
一般会計補正予算（第4号）
（感染症対策、経済対策費用315万円、地域
課題対応事業506万円などを追加）

6

第36号 国民健康保険特別会計（第1号）
（繰越金の追加など） 6

第37号 後期高齢者医療特別会計（第1号）
（広域連合納付金72万円を追加） 6

第38号 健康福祉交流館特別会計（第1号）
（AI 顔認証検温機18万円を追加） 6

第39号 町営駐車場特別会計（第1号）
（駐車場使用料の減額など） 6

第40号 一般会計補正予算（第5号）
（中小企業等経営支援金などの追加） 6

　令和２年度の決算認定
認定
第1号
～第7号

一般会計、特別会計、下水道事業会計、水道
事業会計の決算認定 2～6

議長交際費を公表します
７月分　　　3000円（建設工事地鎮祭）
８～９月分　なし

※詳細はHPをご覧ください。

議会定例会９月会議（９月７日～ 16日）

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　報　告

第9号 健全化判断比率の修正報告 3

議案番号 議案及び内容 関連ページ
　補正予算

第41号 一般会計補正予算（第６号）
（緊急農家支援事業の追加） 6

議会定例会10月会議（10月15日）

※可決した意見書は、関係大臣へ送付しました。
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議案第40号 　一般会計補正予算（５号）

中小企業支援に加え、農業従事者への支援も

認定第１号
　一般会計決算

会計年度任用職員の
待遇、健康福祉交流館
会計への繰出金の増大
に問題がある。

慎重な財政運営は必要
だが、事業の成果は上
がってきているので評
価できると考える。

課題はあるが、公助の
力が発揮され、事業効
果は大きいと考える。

賛成多数で認定されました

結果

討 論

特
別
会
計

国民健康保険会計（第１号） 5967万円 8億8337万円
後期高齢者医療会計（第１号） 72万円 9202万円
健康福祉交流館会計（第１号） 18万円 7508万円
町 営 駐 車 場 会 計（第１号） 1千円 5330万円

※単位未満を四捨五入しています。

令和３年度補正予算
会　　　　計 補正額 補正後予算額

一　般　会　計
（第４号）1億1919万円 57億6530万円
（第５号） 1060万円 57億7590万円
（第６号） 1361万円 57億8951万円

新型コロナウイルス感染症対策
中小企業等経営支援金の交付事業

1060万円
　感染拡大により厳しい状況にある事業者
への支援金の給付事業。
　売り上げ減収の事業者（全業種対象）に
一律５万円を給付。

収入減になった事業者が対象で、業種は特定し
ないとしているが、農業従事者は対象になるか。
農業従事者は含まれていない。
米価下落による農業従事者の減収への支援は。
地方創生臨時交付金の残金を充てることはでき
ないか。
最近にない大きな下落となっている。米農家が
農業への意欲をなくさないことが大事である。
精査しながら支援内容を検討している。

問

答
問

答

議案第41号 　一般会計補正予算（６号）

農業の継続支援を

反対です
猪岡議員

賛成です
升沢議員

賛成です
三枚山議員

新型コロナウイルス感染症対策
緊急農家支援事業

1361万円
　農業者の経営継続のための緊急支
援事業。
　主食用米作付け面積10ａ当たり
2000円を補助。

問 令和２年度の補助は10ａ当たり4000円であったが、
2000円とした根拠は。

答 水稲生産者の経営継続及び次期策への意欲向上のた
め、種もみ代2000円の補助とした。

問 議会では、６月に米価下落に対し政府による緊急対策
を求める意見書を提出している。町として、国への働き
かけが必要ではないか。

答機会をとらえて国・県に要望していきたい。

更なる米価の下落が心配されます

定例会

10月　会議

定例会

９月　
会議
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一　般　質　問

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
実
証
実
験

の
ル
ー
ト
の
変
更
や
増

便
、
毎
回
商
業
施
設
、
道

の
駅
や
悠
久
の
湯
に
寄
っ

て
ほ
し
い
と
の
声
や
、
バ

ス
が
来
な
い
か
ら
関
係
な

い
と
の
声
が
あ
る
。ま
た
、

利
用
の
仕
方
も
分
か
ら
な

い
と
の
声
も
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
な
検
証
を
し
て
い

る
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
乗
車
人

数
に
余
裕

が
あ
り
、
利
用
率
は
患
者

輸
送
バ
ス
と
変
わ
ら
な

い
。
様
々
な
機
会
に
周
知

を
図
り
、
意
見
を
聞
き
、

検
証
を
進
め
る
。
悠
久
の

湯
ま
で
の
運
行
と
ダ
イ
ヤ

の
改
正
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
る
。

問
　
東
磐
交
通
の
一

関
線
運
行

を
廃
止
す
る
の
か
。

町
長
　
一
関

線
運
行

に
つ
い
て
は
、
定

期
券
で
通
学
す
る

長
小
児
童
へ
の
代

替
運
行
が
必
要
で

あ
る
た
め
、
当
面

は
運
行
を
継
続
す

る
。問

　
長
島
地

区
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
及
び
冬

季
中
学
生
の
通
学
対
策
は
。

教
育
長
　
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
は
無

い
。
冬
季
の
通
学
バ
ス
に

補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

保
護
者
も
生
徒
１
名
に
つ

き
５
０
０
０
円
を
負
担
し

て
い
る
。

問
　
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
を
活
用
し

た
事
業
と
は
な
に
か
。

町
長
　
企
業
の
寄
付

を
財
源
と
し

た
、
微
生
物
に
よ
る
汚
水

浄
化
技
術
の
応
用
と
研
究

の
事
業
で
あ
る
。

問
　
集
め
る
寄
付
の

総
額
と
そ
の
現
状

は
。

町
長
　
令
和
６
年
度

ま
で
に
６
億

８
０
０
０
万
円
が
目
標
で
、

令
和
３
年
度
は
、
最
大

８
０
０
０
万
円
と
し
、
現

在
30
万
円
の
実
績
で
あ
る
。

問
　
町
民
へ
の
負
担

に
な
ら
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
寄
付
を

受
け
た
金

を
研
究
委
託
に
事
業
費
と

し
て
充
て
る
。
町
は
、
毎

年
10
万
円
を
基
金
に
積
み

立
て
る
だ
け
で
、
雇
用
が

生
ま
れ
た
り
、
様
々
な
波

及
効
果
も
見
込
め
る
。

問
　
今
、
児
童
・
生

徒
の
通
学
路
に
対

し
て
の
不
安
は
。

教
育
次
長
　
地
域
の
協

力
に
よ
り
、

安
全
確
保
を
図
っ
て
い
る
。

交通弱者対策、便利なはず

猪 岡 須 夫 議員

４年で６億８千万円まで寄付を集
める前提の研究所。町民に迷惑は
掛けないそうだが、新型コロナで
国も大借金を積上げた。果たして、
果たして？

議員の
ひとりごと

汚水浄化技術の活用が期待される

交
通
施
策
の
取
り
組
み
は

答
必
要
な
検
証
と
検
討
を
行
っ
て
い
る

企業版ふるさと納税の活用は
答町の活性化を図る取り組みである
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一　般　質　問

●猪 岡 須 夫 議員…Ｐ9
①  まち・ひと・しごと創生推進基金活用事業
②  平泉町交通施策

●大 友 仁 子 議員…Ｐ10
①  感染症予防
②  教育環境

●三枚山光裕 議員…Ｐ11
①  新型コロナウイルス感染症への対策
②  新型コロナウイルス感染症の「収束」
後を見据えた取り組み

③  コミュニティバスの実証運行の中で見
つかった課題と「対応」

●髙 橋 伸 二 議員…Ｐ12
①  新型コロナウイルス感染拡大の下、町民
の「いのちと健康を守る条例」の制定
と「まん延防止等重点措置」などの指定
を見据えた対応

●稻 葉 　 正 議員…Ｐ13
①  平泉駅東側の開発
②  持続可能な開発目標（SDGs）

●阿 部 圭 二 議員…Ｐ14
①  介護における ｢ケアラー｣ 支援
②  農業者支援
③  児童・生徒やその家族への支援

●真 篭 光 幸 議員…Ｐ15
①  町営駐車場トイレの整備計画
②  束稲山麓地域の２市１町の農業振興連携
のあり方

採決の結果、賛成多数で採択となりました。

教 育 長 に 聞 く新

【経　歴】【経　歴】
岩手県の小学校や教育事務所などで勤務。岩手県の小学校や教育事務所などで勤務。
平泉小学校長や一関小学校長を歴任。平泉小学校長や一関小学校長を歴任。
令和３年10月1日教育長就任。令和３年10月1日教育長就任。

「自分を想う、家族を想う、町を想う、地域を想う、
想像力を大切に人づくりをしたい」

平泉町の目指す教育は
　コンパクトな町ならではの良さを生かし、全世代型の平
泉学を継承し、さらに発展させていきたいと思っています。

請願審査
請願第３号 　さらなる少人数学級の実現
に伴う教職員定数の改善と義務教育費国庫
負担割合２分の１復元をはかるため2022年
度政府予算に係る意見書提出を求める請願
総務教民常任委員会の審査の結果採択の報告
を受け、本会議で審議しました。

𠮷𠮷
よしよし
野野
のの
新新
しんしん
平平
ぺいぺい
教育長教育長

教育・人づくりにかける熱い思いを伺いました。

さらなる少人数学級は教育効
果の分析・検証を行ったうえで
議論を進めるべきで反対である。

この請願はすべての子どもが
等しく水準の高い教育を受け
るために、国の教育に対する

姿勢を正すものであり採択すべきである。

国庫負担に不足する財源は地
方交付税措置されており地方
の裁量を減らし、国の裁量を
増やすことは、地方分権に逆行することにな
るので、反対である。

少人数学級は勿論、教育現場
の負担も考慮し教職員の定数
を増やすべきである。よって

採択すべきである。

反対です
大友議員

反対です
真篭議員

賛成です
髙橋（伸）議員

賛成です
三枚山議員

討 論

※ 掲載している内容は、質問者自身
が要約し広報委員が校正したもの
です。
※ 全文は、議会ホームページでご覧
いただけます。

　一般質問は、議員が執行機関である
町長などに対し、事業の状況や将来の
方針などの諸問題について問うもので
す。平泉町では一人60分以内の制限
時間で質問を行います。

一
般
質
問
で
町
の
考
え
を
問
う

ここここがが
聞聞きたい！きたい！
ここここがが
聞聞きたい！きたい！
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
中
で
、
町
内
事
業
者

の
現
状
認
識
と
今
後
の
支

援
策
は
。

町
長
　
感
染
症
拡
大

で
再
度
悪
化
に

転
じ
て
い
る
。宿
泊
業
で
は

８
月
の
修
学
旅
行
の
キ
ャ

ン
セ
ル
や
９
月
以
降
の
延

期
連
絡
が
入
っ
て
い
る
。

　
７
月
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
を
実
施
し
、
町
内
の

全
業
種
で
使
用
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
岩
手
県
の
地

域
企
業
経
営
支
援
金
に
町

独
自
の
支
援
拡
充
処
置
と

し
て
、売
上
げ
減
少
の
認
定

要
件
を
緩
和
し
、
対
象
事

業
者
に
５
万
円
の
支
援
金

支
給
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
及
び
、
ま
ち

は
く
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
２
弾
の
利
用
状
況
は
。

観
光
商
工

課

長
　
現
在
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品

券
は
約
60
％
、
金
額
で

４
４
０
０
万
円
強
と
、非
常

に
大
き
な
額
に
な
っ
て
い
る
。

　
宿
泊
業
が
、昨
年
後
半
、

持
ち
直
し
た
の
は
教
育
旅

行
の
た
め
で
あ
る
。
今
年

は
８
月
と
９
月
に
キ
ャ
ン

セ
ル
が
出
て
、
ほ
ぼ
壊
滅

状
態
で
あ
る
。

問
　
商
品
券
の
施
策

は
、
経
済
効
果
が

あ
っ
た
。
今
後
の
事
業
者

支
援
に
も
知
恵
を
絞
っ
て

ほ
し
い
。

観
光
商
工

課

長
　
町
内
で
は

２
０
０
を
超

え
る
事
業
者
が
あ
り
、
大

半
が
か
な
り
影
響
を
受
け

て
い
る
。
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
な

が
ら
、
で
き
る
限
り
事
業

者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

し
た
い
。

把
握
し
て
い
く
。
そ
れ
ら

の
意
見
を
受
け
、
バ
ス
停

の
設
置
個
所
の
一
部
の
変

更
や
運
行
時
刻
の
見
直
し

な
ど
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
７
区
の
バ
ス
停

の
設
置
場
所
は
小

金
沢
１
か
所
で
あ
る
。片
岡

に
は
設
置
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
交
通
空

白
地
域
の

移
動
手
段
の
確
保
を
目
的

と
し
運
行
し
て
い
く
の
が

大
前
提
で
あ
る
。
公
共
交

通
会
議
で
は
、
交
通
空
白

地
域
と
位
置
付
け
さ
れ
て

い
な
い
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
実
証
運
行

の
中
で
見
つ
か
っ
た
課
題

と
対
応
は
。

町
長
　
今
後
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や

意
見
聴
取
な
ど
に
よ
っ
て

問
　
「
80
歳
も
超
え

て
、
歩
く
苦
し
さ

を
感
じ
て
い
る
」
と
い
う

声
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

小
金
沢
に
は
15
戸
ほ

ど
、片
岡
に
は
60
戸
ほ
ど
、

福
祉
施
設
も
複
数
あ
る
。

要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

に
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
現
状
の

バ
ス
停
、

時
刻
を
固
定
し
て
い
く
考

え
は
な
い
。
そ
の
都
度
、

見
直
し
を
図
っ
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
対
応
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
「
収
束
」
後

を
見
据
え
た
取
り
組
み

三枚山光裕 議員

請願審査で髙橋伸二議員の賛成
討論に安心しきっていた。しか
し反対討論が２人で急遽メモ。
登壇するも、どこに何を書いた
のやら。決算でも急遽の賛成討
論の「事態」に。議会は想定外
と緊張の連続だなぁ。

議員の
ひとりごと

住宅も多い７区片岡地域

接種の時間を待つ人　長島体育館

事
業
継
続
へ
の
支
援
は

答
県
の
支
援
金
、
町
独
自
に
拡
充
す
る

片岡にもコミュニティバス停を
答固定せず、その都度見直しを図る
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
肺
炎
球
菌
と
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

感
染
症
に
対
す
る
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
、費
用
を
一
部

助
成
し
て
い
る
。
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
、
１
歳
か
ら
15
歳
、

65
歳
以
上
の
方
に
助
成
さ

れ
て
い
る
が
、
全
額
の
助

成
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長
　

昨
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
の
同
時

流
行
が
懸
念
さ
れ
た
た

め
、
助
成
額
を

１
０
０
０
円
上
乗
せ

し
た
。
高
齢
者
は

１
７
９
０
人
、
小
児

は
延
べ
７
５
０
人
の

方
に
接
種
を
受
け
て

も
ら
っ
た
。
国
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら

感
染
症
対
策
を
啓
発

し
、
現
在
の
費
用
助

成
を
継
続
す
る
。

問
　
昨
年
度
は
、

１
０
０
０
円

の
上
乗
せ
を
し
て
も

ら
い
町
民
は
大
変
に

喜
ん
で
い
た
。
今
年
度
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
同
時
流
行
が
懸

念
さ
れ
る
。最
低
で
も
昨
年

度
同
様
に
１
０
０
０
円
の

上
乗
せ
を
望
む
が
見
解
は
。

町
長
　
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
も
進
ん
で
お

り
、
ま
た
若
い
方
々
へ
の

接
種
も
進
ん
で
い
る
。
今

年
度
は
、
昨
年
度
の
よ
う

な
上
乗
せ
の
補
助
は
現
段

階
で
は
考
え
て
い
な
い
。

発
見
の
た
め
に
、
日
常
の

観
察
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
個

人
面
談
を
行
い
、
細
や
か

な
変
化
に
気
づ
け
る
よ
う

に
し
て
い
る
。
各
学
校
で

は
ど
ん
な
些
細
な
こ
と
で

も
重
大
事
態
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
と
考
え
、

丁
寧
に
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
集
団
生
活
を
す

れ
ば
、
い
じ
め
の

発
生
は
懸
念
さ
れ
る
。発
生

は
仕
方
が
な
い
と
の
考
え
が

当
た
り
前
の
よ
う
に
思
わ

れ
て
い
る
が
、い
じ
め
問
題

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

教
育
長
　
い
じ
め
は
必

ず
起
き
る
と
の

考
え
で
指
導
に
当
た
る
。

今
年
１
学
期
末
の
状
況
で
、

小
学
校
38
、
中
学
校
６
、

計
44
件
の
報
告
が
あ
っ
た
。

問
　
各
学
校
に
お
い

て
は
、
日
頃
か
ら

の
地
道
な
い
じ
め
未
然
防

止
の
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
。
文
部
科
学
省
の

２
０
１
３
年
度
の
問
題
行

動
調
査
に
よ
る
と
、
い
じ

め
認
識
件
数
は
約
18
万

５
８
６
０
件
で
、
依
然
と

し
て
多
く
の
い
じ
め
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
打
開
す
る
た

め
の
い
じ
め
防
止
の
取
り

組
み
は
。

教
育
長
　
道
徳
の
授
業

や
学
校
教
育
全

体
を
通
じ
て
い
じ
め
の
起

き
に
く
い
、
い
じ
め
を
許

さ
な
い
環
境
づ
く
り
を
行

い
、
人
間
環
境
に
お
い
て

大
切
な
こ
と
を
学
び
、
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
居
場

所
の
あ
る
学
校
を
目
指
し

て
い
る
。
い
じ
め
の
早
期

問
　
小
学
校
、
中
学

校
の
入
学
式
の
挨

拶
の
中
で
校
長
先
生
が
決

意
を
込
め
て
、
学
校
は
い

じ
め
は
絶
対
許
さ
な
い
と

の
宣
言
を
す
る
な
ど
、
い

じ
め
る
側
が
１
０
０
％
悪

い
と
い
う
こ
と
を
強
く
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
ら
ど

う
か
。

教
育
長
　
そ
れ
も
ひ
と

つ
の
策
で
あ

る
。
最
近
の
課
題
は
ネ
ッ

ト
絡
み
も
あ
り
、
非
常
に

難
し
い
問
題
で
あ
る
。

大 友 仁 子 議員

未来を担う子たちを大切に！

議員の
ひとりごと

コロナ禍生活の中から
価値を見出す・希望を
つくる。
＊桜梅桃李＊で

い
じ
め
防
止
の
取
り
組
み
は

答
丁
寧
に
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む

インフルエンザ予防接種全額の助成は
答現在の費用助成継続
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　

平
泉
駅
東
側

へ
、
観
光
客
や
町

民
が
利
用
で
き
る
駐
車
場
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
現
状
に
お
い

て
、
駐
車
場
の

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
河
川
敷
公
園
や

総
合
運
動
公
園
を

整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
　
現
在
の
と
こ

ろ
、
総
合
運
動

公
園
の
整
備
は
考
え
て
い

な
い
が
、
新
た
な
体
育
館

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
財

政
状
況
等
を
勘
案
し
な
が

ら
、
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

問
　

河
川
敷
公
園

に
、
子
供
向
け
の

遊
具
施
設
を
整
備
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

建
設
水
道

課

長
　
河
川
管
理

者
と
協
議
し

な
が
ら
、検
討
し
て
い
く
。

問
　
目
玉
と
な
る
商

業
施
設
や
公
共
施

設
を
誘
致
す
る
考
え
は
な

い
か
。

町
長
　

ま
ず
は
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
商
業
施

設
誘
致
を
優
先
す
る
。
公

共
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て

は
、
国
に
対
し
て
国
立
博

物
館
の
誘
致
を
要
望
し
て

お
り
、
実
現
の
可
能
性
を

見
な
が
ら
、
建
設
候
補
地

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

町
民
福
祉

課

長
　
問
題
の
重

要
性
を
啓
発

し
な
が
ら
、
住
民
意
識
の

高
揚
に
努
め
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減
に
向

け
て
、
さ
ら
に
マ
イ
バ
ッ

グ
の
普
及
啓
発
、
河
川
に

お
け
る
不
法
投
棄
防
止
活

動
な
ど
を
通
し
、
美
化
運

動
を
積
極
的
に
行
う
。

問
　
ゴ
ー
ル
15
「
陸

の
豊
か
さ
も
守
ろ

う
」
の
取
り
組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
森
林
資

源
、
自
然

を
保
護
し
、
鳥
獣
被
害
の

問
題
に
取
り
組
む
。
束
稲

山
麓
の
農
業
シ
ス
テ
ム
、

中
山
間
地
域
、農
業
経
営
、

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
を
全

国
に
、世
界
に
発
信
す
る
。

問
　
ゴ
ー
ル
17「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

目
標
を
達
成
し
よ
う
」
の

取
り
組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
町
民
に

分
か
り
や

問
　

ゴ
ー
ル
５

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
を
実
現
し
よ
う
」
の
取

り
組
み
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
男
女
共

同
参
画
推

進
委
員
会
等
を
設
け
、
取

り
組
み
を
進
め
、加
え
て
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
部
分

に
つ
い
て
も
普
及
活
動
を

進
め
る
。

問
　
ゴ
ー
ル
13
「
気

候
変
動
に
具
体
的

な
対
策
を
」の
取
り
組
み
は
。

町
民
福
祉

課

長
　
二
酸
化
炭

素
の
排
出
削

減
の
た
め
、
公
共
交
通
機

関
の
利
用
、
で
き
る
限
り

歩
け
る
よ
う
な
環
境
整

備
、
自
転
車
の
利
用
を
促

進
す
る
。
平
泉
地
球
温
暖

化
協
議
会
や
関
係
団
体
と

連
携
し
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
さ
ら
に
進
め
る
。

問
　
ゴ
ー
ル
14
「
海

の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」
の
取
り
組
み
は
。

す
い
よ
う
周
知
を
図
り
、

行
政
、
社
会
、
地
域
、
家

族
、
一
体
的
に
目
標
達
成

を
目
指
し
取
り
組
み
を
進

め
る
。

問
　
職
員
研
修
の
状

況
は
。

ま
ち
づ
く
り

推
進
課
長
　
当
課
職

員
が
４
市

町
、
栗
原
、
登
米
、
一
関
、

平
泉
町
と
連
携
し
、
研
修

に
参
加
、
庁
舎
内
で
の
意

識
統
一
を
含
め
検
討
す
る
。

稻 葉 　 正 議員

持続可能な開発目標
＝ＳＤＧｓ

● 駅に駐車場がないのは、駅の利便性に欠け
ると思う。
●  SDGsの17の目標に無縁な人は、地球上
に誰一人いない。今、行動を起こさなけ
れば、問題はより深刻化する。

議員の
ひとりごと

平
泉
駅
東
側
の
開
発
計
画
は

答
駐
車
場
の
整
備
は
考
え
て
い
な
い

ＳＤＧｓの達成度が低い目標の取り組みは
答持続可能なまちづくりの啓発を図る
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
感
染
が
拡
大
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
か
ら
、
住

民
の
命
と
健
康
を
守
り
、

地
域
経
済
に
及
ぼ
す
影
響

の
最
小
化
を
図
る「
条
例
」

を
制
定
す
る
考
え
は
な
い

か
。町

長
　
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
は

こ
れ
ま
で
国
の
法
律
に

従
っ
て
講
じ
て
き
た
。

　

町
が
「
条
例
を
制
定
」

す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
効

果
的
な
感
染
防
止
策
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
そ
の
内
容

な
ど
を
検
討
す
る
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
状
況
が
極
め
て
厳
し

い
中
に
あ
る
。

　

町
長
か
ら
町
民
に
対

し
、「
行
政
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
感
染
防
止
に
取

り
組
も
う
」と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
し
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
こ
れ
ま
で
も

広
報
や
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
住

民
意
識
の
啓
発
を
行
っ
て

き
た
。

　
人
命
を
守
る
の
は
私
の

最
大
の
使
命
で
あ
り
、
状

況
を
見
な
が
ら
的
確
に
対

応
す
る
。

問
　
県
境
を
ま
た
ぐ

移
動
や
「
人
流
の

抑
制
」
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　
町
が
主
催
す
る
催
事
の

在
り
方
と
公
共
施
設
の
利

用
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す

る
の
か
。

町
長
　
感
染
状
況
を

見
な
が
ら
の
対

応
と
な
る
が
、
町
外
か
ら

訪
問
者
が
来
る
イ
ベ
ン
ト

は
中
止
と
し
て
い
る
。

　

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
、
感
染
症
対
策
を
講
じ

た
上
で
町
民
や
町
内
の
在

勤
者
に
限
っ
て
の
利
用
と

し
て
い
る
。

　
道
の
駅
や
健
康
福
祉
交

流
館
は
徹
底
し
た
感
染
対

策
の
上
で
の
営
業
と
し
て

い
る
。

継
続
す
る
。

問
　
一
関
保
健
所
管

内
に
お
い
て
も
10

歳
未
満
児
の
感
染
報
告
も

あ
る
。

　
新
し
い
生
活
様
式
を
習

慣
に
す
る
、小
・
中
学
生
に

対
す
る
感
染
防
止
の
啓
発

運
動
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
子
ど
も
た
ち

に
「
他
人
事
で

は
な
い
」
と
の
意
識
を
持

た
せ
る
こ
と
も
大
事
で
あ

り
、
感
染
拡
大
防
止
「
啓

発
標
語
」
募
集
は
参
考
に

し
た
い
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
学

校
の
現
状
は
「
先

生
は
毎
日
苦
労
、
生
徒
は

ガ
マ
ン
の
学
校
生
活
」
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
が
学
校
へ

問
　
今
後
の
「
ま
ん

延
防
止
等
重
点
措

置
」
対
象
地
域
の
指
定
な

ど
に
備
え
る
町
の
対
応
と

支
援
体
制
は
。

町
長
　
対
象
地
域
の

指
定
は
県
単
位

で
あ
り
、
県
が
実
施
す
べ

き
対
象
区
域
に
な
ら
な
い

よ
う
町
民
に
対
す
る
更
な

る
感
染
拡
大
防
止
対
策
を

講
じ
る
。

　
事
業
者
な
ど
に
対
し
て

も
国
・
県
と
連
携
し
な
が

ら
協
力
金
の
支
給
や
町
独

自
の
支
援
策
を
引
き
続
き

配
布
す
る
「
抗
体
検
査
簡

易
キ
ッ
ト
」
の
運
用
は
。

教
育
次
長
　
先
生
に
過

度
の
負
担
が

か
か
ら
な
い
よ
う
事
前
の

対
応
策
を
講
じ
る
。

　
抗
体
検
査
キ
ッ
ト
は
教

育
委
員
会
に
30
セ
ッ
ト
配

布
さ
れ
る
。
医
療
の
ひ
っ

迫
や
検
査
が
で
き
な
い
場

合
に
補
完
的
に
活
用
す
る
。

髙 橋 伸 二 議員

コロナ終息を願う絵馬

議員の
ひとりごと

惜しまれながら９月末に退任した岩渕
実教育長。10年間、子どもたちが郷
土を学ぶ「平泉学」の浸透と定着に尽
力された。議場での朴

ぼく

訥
とつ

とした答弁が
印象深い。ご健勝を祈念している。

町
民
・
事
業
者
な
ど
へ
の
支
援
は

答
今
後
も
町
独
自
の
支
援
策
を
継
続

コロナから住民のいのちを守る対策は
答条例の制定で効果的な感染防止を図る

12議会だより   第173号



一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
現
在
、
束
稲
山

麓
地
域
３
市
町
物

産
販
売
促
進
委
員
会
が
結

成
さ
れ
３
年
目
で
あ
る

が
、
行
政
側
と
し
て
の
支

え
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
元
住
民
が

主
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
に
は
、
関
係
機
関

と
の
調
整
を
行
い
な
が
ら
、

農
産
物
の
販
売
促
進
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

問
　
束
稲
山
麓
地
域

の
ワ
ン
セ
ッ
ト
で

の
商
品
販
売
、
今
あ
る
商

品
に
デ
ザ
イ
ン
や
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
付
加
価
値
を
つ

け
て
販
売
促
進
し
て
い
く

こ
と
で
、
生
産
活
動
の
意

欲
が
生
ま
れ
る
よ
う
な
、

販
売
支
援
策
の
手
助
け
が

必
要
で
は
な
い
か
。

農
林
振
興

課

長
　
個
々
の
取

り
組
み
で
は

な
く
、
チ
ー
ム
、
団
体
で

ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い

く
と
い
う
こ
と
も
で
き
る

と
考
え
る
。

問
　
３
市
町
に
は
５

つ
の
道
の
駅
が
あ

る
。
束
稲
山
麓
地
域
農
産

物
販
売
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

を
３
市
町
連
携
に
て
取
り

組
ま
れ
た
い
。
ま
た
、
宣

伝
す
る
ペ
ナ
ン
ト
の
作
成

な
ど
へ
の
支
援
体
制
も
検

討
さ
れ
た
い
。

農
林
振
興

課

長
　
是
非
そ
の

よ
う
な
形
を

各
道
の
駅
に
求
め
た
い
。

今
後
協
議
会
で
検
討
す
る
。

問
　
３
市
町
で
連
携

の
協
議
を
進
め
、

支
援
し
て
欲
し
い
。
そ
れ

が
叶
え
ば
、
次
の
展
開
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
し
て
の
商
品
群

の
展
開
が
視
野
に
入
る
の

で
は
な
い
か
。

町
長
　
地
域
と
行
政

が
連
携
を
持
ち
、

世
界
農
業
遺
産
認
定
あ
り

き
だ
け
で
は
な
く
、
活
性

化
の
為
に
支
援
し
た
い
。

の
人
が
安
心
し
て
使
え
る

ト
イ
レ
を
設
置
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

町
長
　
男
女
兼
用
と

い
う
ト
イ
レ
空

間
に
は
抵
抗
感
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

問
　
公
衆
ト
イ
レ
の

設
置
基
準
で
は
、

多
目
的
機
能
の
付
与
と
、

弱
者
へ
の
配
慮
を
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
承
知
し

て
い
る
か
。

観
光
商
工

課

長
　
全
面
的
に

改
修
す
る
場

合
に
は
検
討
し
た
い
。

問
　
障
害
を
持
つ
人

や
、
人
工
肛
門
を

装
着
し
て
い
る
方
、
小
さ

い
女
の
子
や
男
の
子
を
連

れ
た
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
介
助

を
し
た
い
ご
夫
婦
、
性
的

少
数
者
の
方
な
ど
、
全
て

問
整
備
計
画
の
中

で
、
扉
の
上
下
の

隙
間
を
な
く
す
こ
と
に
も

取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
問

題
意
識
と
し
て
あ
る
か
。

観
光
商
工

課

長
　
今
後
の
整

備
計
画
の
中

で
検
討
し
た
い
。

問
ト
イ
レ
の
表
示
に

つ
い
て
、
だ
れ
で

も
使
え
る
と
い
う
表
示
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

観
光
商
工

課

長
　
身
障
者
用

ト
イ
レ
を
、

そ
の
よ
う
な
形
で
検
討
し

た
い
。

真 篭 光 幸 議員

３市町交流会

世界遺産を有する国内屈指
の観光都市“平泉”のトイレ
事情の貧しさ、観光都市と
しての矜

きょうじ

持が足りません。
議員の
ひとりごと

みんなのトイレ
（ジョイス三関店が、先進的
に取り入れています。）

束
稲
山
麓
地
域
の
農
業
振
興
連
携
は

答
農
産
物
の
販
売
促
進
を
支
援

町営駐車場に、多目的トイレの設置を
答現状では検討しない
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一　般　質　問 一　般　質　問

問
　
大
人
が
担
う
家

事
や
介
護
を
行
う

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
や

働
き
な
が
ら
家
族
を
介
護

す
る
「
男
性
ケ
ア
ラ
ー
」

の
町
内
の
実
態
と
支
援
は
。

町
長
　
在
宅
高
齢
者

等
は
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
る
ケ
ア

プ
ラ
ン
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
る
。
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
報

告
、
相
談
は
な
い
が
必
要

に
応
じ
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
届
け
ら
れ
る
よ
う
ケ
ア

会
議
を
開
催
し
対
応
す
る
。

　
令
和
２
年
度
の
男
性
ケ

ア
ラ
ー
は
71
人
中
26
人
で

仕
事
と
介
護
を
両
立
で
き

る
環
境
整
備
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
。

問
　
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
の
実
情
を

知
る
た
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
必
要
性
は
。

教
育
次
長
　
日
常
の
生

活
の
中
で
発

見
し
て
い
き
た
い
。
気
軽

に
相
談
で
き
る
対
応
が
必

要
で
あ
る
。

問
　
ケ
ア
ラ
ー
の
半

分
が
働
き
な
が
ら

の
介
護
と
い
う
こ
と
だ
が

「
な
が
ら
」と
い
う
形
態
の

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
民
福
祉

課

長
　
少
子
高
齢

化
の
流
れ
の

中
で
、
介
護
の
問
題
に
つ

い
て
国
も
対
応
が
せ
ま
ら

れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
で
の

受
け
皿
は
必
要
で
対
応
を

考
え
て
い
き
た
い
。

18
％
減
少
す
る
な
ど
、
経

営
が
継
承
さ
れ
な
い
高
齢

農
家
の
離
農
が
進
ん
で
い

る
。
担
い
手
確
保
は
重
要

な
課
題
だ
と
捉
え
て
い
る
。

　
農
林
水
産
省
で
は
、
農

家
の
経
営
継
承
に
最
大

１
０
０
万
円
を
支
援
す
る

新
事
業
の
公
募
を
始
め
て

問
　
今
年
も
米
価
の

下
落
が
懸
念
さ
れ

る
。
支
援
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長
　
米
価
の
下
落

に
よ
り
農
家
の

生
産
意
欲
を
後
退
さ
せ
、

離
農
の
増
加
が
急
激
に
進

む
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

米
の
価
格
動
向
を
注
視
し
、

農
家
の
経
営
安
定
の
支
援

に
つ
い
て
国
や
県
に
要
望

す
る
と
と
も
に
、
一
関
地

方
農
業
再
生
協
議
会
と
支

援
策
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
農
業
者
の
高
齢

化
が
進
む
中
、
農

業
を
引
き
継
ぐ
後
継
者
へ

の
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
農
業
経
営
体

は
５
年
前
か
ら

い
る
。親
元
就
農
を
含
め
、

担
い
手
確
保
に
向
け
た
円

滑
な
経
営
継
承
を
後
押
し

す
る
も
の
で
あ
る
。
地
域

の
農
地
利
用
等
を
担
う
経

営
体
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
本
事
業
を
実
施
し
支

援
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

・ 

児
童
・
生
徒
や
そ
の
家

族
へ
の
支
援

阿 部 圭 ニ 議員

困ったことがあったら保健センターへ

「ヤングケアラー」の存在によって
ケアラー支援をせざるを得ない
状況になった。個人の生活が守
れるような支援を期待したい。

議員の
ひとりごと

豊作でも喜べないコメ農家

米
価
下
落
の
支
援
策
の
必
要
性
は

答
県
要
望
と
と
も
に
再
生
協
と
検
討

ヤングケアラーや男性ケアラーの支援は
答仕事と介護の両立の環境整備が課題
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